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修正年月日 修正頁 修正内容

2023/11/6 全編 全体的な見直し

2024/5/9 14,15 計算設定画面(雇用保険タブ)の画像変更

2025/3/12 66,67 月額変更の集計の画像変更



はじめに

本マニュアルでは、賃金ファイルの基本的な操作方法についてご案内し

ます。

賃金ファイルでは、支給項目・控除項目・勤怠データ等の項目別に給与

データを登録でき、支給控除一覧表や賃金台帳等の帳票出力、また、月

変チェックなどの給与データに関する便利なチェック機能をご利用いた

だけます。

登録したデータは月額変更届、算定基礎届や労働保険年度更新等の処理

ファイルに活用することも可能です。

5



1.　初期設定　
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1.1．従業員の登録

2.「給与データ」に個人情報で登録した従業員情報が反映されているか確認し
　未反映の場合は「ツール」をクリックし一括登録をします。

1.「個人情報」に従業員情報を登録します
　※「個人情報」登録の詳細な手順はこちらをご確認ください。

💡　ポイント

　　「給与データ」と「賃金ファイル」は社員No.をキーとして連動します。

　　「台帳」へ登録する社員No.は、必ず同じ番号(数字のみ6桁以内)で

　　登録をしてください。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151348761


1.　初期設定　
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3.「賃金ファイル」を開くと給与データに登録した従業員情報と会社情報を暫定的に
　取り込みます。

4.暫定的に取り込みをした社員情報に給与に関する情報の編集をおこなうため、
　「ツール」をクリックし「社員情報の登録と編集」タブの「編集(変更)」を
　選択します。

目次へ戻る↑



1.　初期設定　
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5.「給与区分」と「基本給単価」を入力し「登録」します。

💡　ポイント

　　初期画面では、給与区分「1」、基本給単価は「給与データ」に登録

　　されている直近の総支給額(「給与データ」が空欄の場合は0円)を暫定的に

　　セットします。

　　※給与区分：月給→1、日給→2、時給→3

目次へ戻る↑

6.賃金ファイルを保存して終了する場合は「保存と終了」より「はい」を選択します。



1.2．基本情報設定(項目編)

1.　初期設定　
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2.「勤怠項目」タブを選択し必要な勤怠項目を入力します。

1.「基本情報」を開き「項目設定」をクリックします。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　出勤時間を60進法とする場合は「60進法登録」にチェックをいれます。

💡



1.　初期設定　
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3.「手当項目」タブを選択し必要な手当項目を入力します。

4.社会保険や労働保険の対象としない手当がある場合は、「労保・社保対象外手当」
　より除外の登録をおこないます。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　賞与の「労保・社保対象外手当」設定は手当一覧の下部にあるチェックを

　　切り替えて設定をおこないます(賞与項目を入力後項目が表示されます)。

💡



5.固定/控除/非課税の各区分に該当する手当項目をすべて選択し、
　チェックボックスにチェックを入れます。

1.　初期設定　
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💡　ポイント

　　各手当区分の集計方法は以下の通りです。

　　固定手当：データ入力時に自動表示

　　控除：手当をマイナスとして集計

　　非課税：手当を非課税として集計

目次へ戻る↑

6.「控除項目」タブを選択し必要な控除項目を入力します。



1.　初期設定　
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8.非課税区分に該当する手当項目がある場合は、該当手当をすべて選択し、
　「非課税」のチェックボックスにチェックをいれます。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　勤怠・手当・控除・賞与の各項目名で青文字の項目については「計算項目」

　　または「所定項目」です。

　　名称変更は可能ですが、内容の変更はできません。

　　赤文字の項目は名称の変更もできません。

7.「賞与の項目」タブを選択し必要な賞与項目を入力します。



1.　初期設定　

13 目次へ戻る↑

9.設定が完了したら「×」で閉じます。



1.　初期設定　

14 目次へ戻る↑

1.「基本情報」を開き「計算設定」をクリックします。

2.雇用保険料を計算により求める場合は「雇用保険」タブより
　「雇用保険料を計算により求める」にチェックを入れます。

1.3．基本情報設定(計算編)



1.　初期設定　
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3.計算の対象となる項目を選択し料率や端数処理の設定をおこないます。

目次へ戻る↑

4.賞与の社会保険料を計算により求める場合は、「賞与の社会保険」タブより
　 「賞与の社会保険を計算により求める」にチェックをいれます。



1.　初期設定　
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5.本人負担分の料率を1000分の1単位で入力し、端数処理の設定をおこないます。

目次へ戻る↑

6.賞与における「介護保険料」の設定も変更する場合はこの画面で設定をします。

7.設定が完了したら「×」で閉じます。



1.　初期設定　

17 目次へ戻る↑

8.賃金ファイルを保存して終了する場合は「保存と終了」より「はい」を
　選択します。



2.　給与・賞与データの作成方法　
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1.「賃金データ作成と編集」をクリックします。

2.給与データを作成する場合は「給与データの作成」タブを選択し、賞与データを
　作成する場合は「賞与データの作成」タブを選択します。

目次へ戻る↑



2.　給与・賞与データの作成方法　
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3.処理月(処理回)から作成する月(回)を選択し、帳票表示・支払年月日を選択します。

目次へ戻る↑

4.賃金データの作成より「シート入力」「明細入力」「CSV取込」のいずれかを選択し
　賃金データを作成します。
　
　※各作成方法については下記ページをご参照ください。
　　【シート入力】→ 20ページ
　　【明細入力】→ 21ページ
　　【CSV取込】→ 22ページ



2.　給与・賞与データの作成方法
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2.1．シート入力

2.勤怠データや手当・控除額をシート上に直接入力します。
　※各種小計や合計(青い塗りつぶしのセル)は自動計算をします。

1.賃金データの作成で「シート入力」を選択します。

💡　ポイント

　　月給者の場合、基本給は「社員情報のシート登録」に登録している

　　基本給単価をそのまま表示しますが、日給者や時給者の場合は入力した

　　勤怠データと基本給単価をもとに基本給を自動計算をします。

目次へ戻る↑

3.「登録終了」をクリックし入力したデータを確定します。

4.27ページの手順5～をおこない「年間データ」へ登録をします。



2.　給与・賞与データの作成方法
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2.2．明細入力

2.賃金データを登録する従業員を選択し各データをフォーム上に直接入力をします。

1.賃金データの作成で「明細入力」を選択します。

3.全員分の入力が完了したら右上の「×」でフォームを閉じます。

4.27ページの手順5～をおこない「年間データ」へ登録をします。

目次へ戻る↑



2.　給与・賞与データの作成方法
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2.3．CSV取込

2.「CSVデータ取込」をクリックしデータ取り込み用のフォームを開きます。

1.賃金データの作成で「CSV取込」を選択します。

3.「参照」より取り込みをするCSVデータを選択します。

💡　ポイント

　　各給与計算ソフトごとに出力できるデータ形式が異なるため、

　　取込用のCSVは形式を合わせる必要があります。

　　取込可能なCSV形式はこちらよりご確認ください。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406158799513


2.　給与・賞与データの作成方法
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4.「CSVファイル 1行目のデータ」の項目を選択し明細書フォームの項目下の空欄を
　ダブルクリックかドラッグ＆ドロップで紐づけします。

5.すべての項目の紐づけが完了したら「取込」をクリックします。

目次へ戻る↑



2.　給与・賞与データの作成方法

24

6.データチェック画面を確認します。

7.「氏名が異なるデータ」がある場合でCSVで取り込みしたデータが正しい場合は、
　「変更」をクリックし該当の従業員をすべて選択し「実行」をクリックします。
　※登録済みのデータが正しい場合はこの手順は飛ばします。

目次へ戻る↑



2.　給与・賞与データの作成方法
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💡　ポイント

　　一時的に取込データを修正する場合は、リスト内の従業員を選択し、入力

　　フォームより修正をおこなうことも可能です。

8.「新規(未登録)データ」がある場合、「登録」をクリックし社員情報を入力後
　「登録」をクリックします。

9.「合計不一致件数」がある場合、「集計」タブより内容を確認し、取込項目や
　非課税設定の見直しをおこないます。

目次へ戻る↑



2.　給与・賞与データの作成方法
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11.27ページの手順5～をおこない「年間データ」へ登録をします。

10.「登録」をクリックし取り込みしたデータを登録します。

目次へ戻る↑



2.　給与・賞与データの作成方法　

27 目次へ戻る↑

5.「社保チェック」をクリックし登録データと計算値(個人情報をもとにした試算)と
　差異(控除月のずれ、端数処理など)を確認し「戻る」をクリックします。

💡　ポイント

　　「チェック」をクリックすると、「保険料チェック」のフォームが表示

　　されます。このフォームでは料率を再設定し、各種保険料の再計算や、

　　端数調整が可能です。

　　「保険料チェック」フォームの詳細な使用方法については68ページを

　　ご参照ください。



2.　給与・賞与データの作成方法　
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6.「基本給チェック」をクリックし、当月の登録単価と個人情報単価を確認します。
　登録した基本給単価と取り込みをした賃金データの基本給が一致している場合は
　「OK!」と表示がされます。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　相違するデータがある場合は下記フォームが開きます。

　　登録する賃金データをすでに登録済みの「基本給単価」に修正する場合は

　　「実行」または「変更」をクリックし「登録単価」を修正します。



2.　給与・賞与データの作成方法　
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7.「エラーチェック」をクリックし、エラーリストに表示があれば、内容に沿って
　データを変更します。

目次へ戻る↑

💡

💡　ポイント

　　前月までのデータ登録がある場合、前月データと比較して基本給や

　　社会保険関連の内容が異なるデータ、また、新規社員や退職社員の情報を

　　表示します。



2.　給与・賞与データの作成方法　
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8.「年間データへ」をクリックし「はい」を選択しデータを保存します
　処理月が水色表示になれば完了です

9.賃金ファイルを終了する場合は「保存と終了」から「はい」を選択して処理を
　保存します

目次へ戻る↑



3.　賃金ファイルから『台帳』の給与データへの反映方法　

31

1.「「台帳」関連処理」をクリックします。

2.「台帳」タブの「給与データ」をクリックします。

目次へ戻る↑



3.　賃金ファイルから『台帳』の給与データへの反映方法　

32

3.「「賃金ファイル」の各月データ」より賃金データが登録済みの月を選択します。

4.「台帳「給与データ」の各月データ」より賃金データを登録したい月を選択し
　「登録」をクリックします。

目次へ戻る↑



3.　賃金ファイルから『台帳』の給与データへの反映方法　

33

5.「はい」をクリックし「OK」をクリックすると登録完了です。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　「「台帳」関連処理」＞「台帳」タブにある、

　　「賃金ファイルから「台帳」給与データへ」枠では、

　　「賃金データ作成と編集」で作成した給与・賞与データを「年間データ」へ

　　登録する際に、自動で『台帳』の給与データへ登録するよう設定することが

　　できます。

　　「「賃金データ作成」の「年間データへ保存」時に実行する。」のチェック

　　ボックスにチェックをいれ、適用する月に「前月」「同月」「次月」の

　　いずれかを選択してください。

　　



4.　登録済みのデータの修正方法　

34

1.「賃金データ作成と編集」をクリックします。

2.「年間データの編集」タブをクリックします。

目次へ戻る↑



4.　登録済みのデータの修正方法　

35

3.編集をしたい月を選択し「シート入力」または「明細入力」をクリックします。

4.「シート入力」の場合、シート上でデータを直接入力して修正し、
　「登録終了」をクリックします。

目次へ戻る↑



4.　登録済みのデータの修正方法　

36

5.「明細入力」の場合、データを修正したい従業員を選択し、フォーム上で修正をし
　「×」で閉じます。

目次へ戻る↑

6.修正した内容を給与データに反映する場合は、
　「賃金ファイルから『台帳』の給与データへの反映方法(31ページ)」より
　反映します。



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

37

5.1．『Cells給与』との連動設定

2.「B 台帳管理関係」から「6 Cells給与パス」をクリックします。

1.台帳を開き「ツール」をクリックします。

3.「参照」より、Cells給与が保存されている場所を選択します。
　※インストール時の既定パスは【C:\Cells\Cells給与】です。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

38

4.「登録」をクリックしCells給与パスの登録を完了します。

5.事業所ファイルを開き、「会社情報」＞「Cells給与」タブを選択します。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

39

6.「Cells給与の事業所ファイル名」のリストボックスより連動する事業所を選択し
　「Cells給与チェック」をクリックしてOKがでれば台帳側の連動は完了です。

💡　ポイント

　　「給与データ」＞「ツール」にCells給与のパス名を登録している場合は

　　自動的に下記部分にパス名が表示されています。

　　この場合、手順5～の設定は必要ありません。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

40

7.Cells給与を開き「ツール」をクリックします。

8.「サポート/環境設定」の「台帳パス」をクリックします。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

41

9.「参照」より、台帳が保存されている場所を選択します。
　※インストール時の既定パスは【C:\Cells\台帳】です。

10.「登録」をクリックし台帳パスの登録を完了します。

11.事業所ファイルを開き「基本項目」＞「会社情報」タブを選択します。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

42

12.「事業所台帳ファイル名」のリストボックスより連動する事業所を選択し
　 「台帳チェック」をクリックしてOKがでればCells給与側の連動は完了です。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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5.2．計算した当月の給与(賞与)を自動反映する方法

2.「給与(賞与)更新時に「台帳の給与データ」にデータを登録する」にチェックを
　入れ、台帳に登録する月を「同月に登録する」または「翌月に登録する」より
　選択をしてください。

1.Cells給与で事業所ファイルを開き、
　「ツール」＞「ファイル処理」タブ＞「台帳適用」を クリックします。

💡　ポイント

　　台帳へは締め日ベースで登録することをおすすめしています。

　　8月締・9月支払の場合、「同月に登録する」を選択してください。

　　※給与データの登録月についてはこちらのページをご確認ください。

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151344921


5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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3.「Cells給与」で給与計算後「給与更新」をクリックすると、
　「台帳」の事業所ファイルへ自動的に賃金データが反映されます。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　給与更新時、該当の事業所ファイルや賃金ファイルが開いている場合、

　　データの登録ができません。

　　事業所ファイルや賃金ファイルは閉じた状態で、給与更新をおこなって

　　ください。



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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5.3．過去データの取込

2.「Cells給与」タブを選択し「データ取込」をクリックします。

1.賃金ファイルの「「台帳」関連処理」をクリックします。

目次へ戻る↑

事前に「賃金ファイル」と『Cells給与』の処理年が一致していることを必ずご確認く
ださい。一致していないと前年・本年処理がずれる可能性があります。
　



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

46

3.本年分の過去データを取り込む場合は、「本年処理」タブを選択し「取込」を
　クリックします。

💡　ポイント

　　登録済みの月を上書きしない場合は

　 「すでに作成されている月は取り込まない。」にチェックを入れます。

4.前年分のデータを取り込む場合は、「前年処理」タブを選択し「実行」を
　クリックします。
　※前年分ですでにデータが登録されている月はデータが上書きされません。
　　該当月のデータを削除してからデータの取り込みをしてください。詳細はこちら。

💡

目次へ戻る↑

https://daityo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406151527065-


5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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5.「「台帳」関連処理」を再度クリックし「台帳」タブの「給与データ」を
　クリックします。

6.「「賃金ファイル」の各月データ」と「台帳「給与データ」の各月データ」の
　それぞれ反映したい月を選択し「登録」をクリックします。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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5.4．事業所ファイルを分けて給与計算をおこなっている場合

2.「合体ファイル」タブを選択し「合体ファイルの登録」タブをクリックします。

1.賃金ファイルの「「台帳」関連処理」をクリックします。

Cells給与で事業所ファイルを分けて計算をおこなっている場合、合体ファイルを作成
して賃金データを取り込みます。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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💡　ポイント

　　「2.サブの事業所ファイル」へは複数の事業所ファイルを登録できます。

4.「2.サブの事業所ファイル」へ登録したい事業所ファイル名を「事業所リスト」
　一覧より選択し、「⇒」をクリックし「登録」をします。

3.「1.メインの事業所ファイル」へ登録したい事業所ファイル名を「事業所リスト」
　一覧より選択し、「⇒」をクリックします。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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6.データの読込が完了すると「OK」のメッセージが表示されるので「OK」を
　クリックします。

5.「合体ファイルの作成」画面で「作成」をクリックし
　「メインとサブファイルを読込、～」のメッセージは「はい」をクリックします。

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

51

8.「重複データはありません。」と表示されたら「OK」をクリックします。

💡　ポイント

　　社員No.が重複していると合体処理が

　　できません。

　　「重複No社員データ」が表示される場合は

　　あらかじめCells給与側で社員No.の変更を

　　おこない、手順1～再度やり直してください。

　　※Cells給与側の社員No.変更手順については

　　　こちら

7.「チェック」をクリックします。

目次へ戻る↑

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595126681


5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法

52

10.「終了」をクリックし「合体ファイルの作成」画面を終了します。

9.「適用」をクリックし「実行」をクリックします。

💡　ポイント

　　既に作成されているデータがあり、そのデータを上書きをしない場合は

　　「すでに作成されている月は上書きしない」にチェックを入れてから

　　「実行」をクリックしてください。

💡

目次へ戻る↑



5.　『Cells給与』からデータを取り込む方法
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11.「「台帳」関連処理」をクリックし「台帳」タブの「給与データ」を
 　クリックします。

12.「「賃金ファイル」の各月データ」と「台帳「給与データ」の各月データ」の
　 それぞれ反映したい月を選択し「登録」をクリックします。

目次へ戻る↑



6.　次年の登録をはじめる前に
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1.「ツール」＞「年次更新」タブをクリックします。

2.現在処理年が本年になっていることを確認し「実行」をクリックします。

目次へ戻る↑



6.　次年の登録をはじめる前に
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3.「年次更新を開始します。よろしいですか？」のメッセージが表示されたら
　「はい」をクリックします。

4.処理年が次年に変わっていることを確認します。

5.賃金ファイルを保存して終了する場合は「保存と終了」より「はい」を選択します。

目次へ戻る↑

💡　ポイント

　　『Cells給与』と連動している場合は、同時に『Cells給与』の年次更新も

　　おこない、処理年が常に一致している状態にしてください。

　　『Cells給与』の年次更新方法はこちら。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/14484637284505


7.　過去データの参照方法
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1.「年間データ」をクリックします。

2.確認したい月をクリックします。
　※ボタンがグレーアウトしている部分は保存データがないので参照できません。

💡　ポイント

　　賃金ファイルでは2年分のデータを保存でき、上部の年を選択することで

　　本年・前年を切り替えてデータを確認することができます。

💡

目次へ戻る↑



7.　過去データの参照方法
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3.確認したい従業員を選択します。

4.「用紙」または「ファイル」を選択し「出力⇒」をクリックすると該当従業員の
　給与明細を出力できます。

目次へ戻る↑



7.　過去データの参照方法
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5.「支給控除一覧表」をクリックすると該当月の個人別一覧表を表示します。
　「用紙」または「ファイル」を選択し「出力⇒」をクリックで出力も可能です。

6.合計一覧表を表示する場合は「合計一覧表へ」をクリックします。
　※合計一覧表は出力できません。

目次へ戻る↑



7.　過去データの参照方法
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7.「賃金台帳」をクリックすると各従業員の賃金台帳を表示できます。
　「用紙」または「ファイル」を選択し「出力⇒」をクリックで出力も可能です。

目次へ戻る↑



8.　出力できる帳票　
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1.賃金台帳

「処理ＭＥＮＵ」より各種帳票を出力可能です。

目次へ戻る↑



8.　出力できる帳票　
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2.明細書 ※上下に2名分表示します。

3.支給控除一覧

目次へ戻る↑



8.　出力できる帳票　

62

4.賃金分析

　①月別賃金

①

②

③

④

賃金ファイルに登録した給与・賞与データを基にした分析資料を出力できます。
顧問先への提案資料としてご活用ください。

目次へ戻る↑



8.　出力できる帳票　
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　②個人別賃金

　③勤怠集計

目次へ戻る↑



8.　出力できる帳票　

64

　④有給使用状況

目次へ戻る↑



9.　便利な機能

給与データチェック機能や顧問先への提案資料などにご活用いただける機能をご用意

しています。

各機能の概要は下記の通りです。

9.1.　月変チェック他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66ページ

　　　┗ 月額変更の対象者がいるかどうかを一覧で表示します。

　　　　 

9.2.　保険料チェック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68ページ

　　　┗ 賃金ファイルに登録されている各種保険料と、計算による

　　　　 各種保険料が正しいか確認できます。

9.3.　昇給シミュレーション・・・・・・・・・・・・・・・・・71ページ

　　　┗ 登録済みの賃金データを利用し、昇給時の各種保険料の

　　　　 シミュレーションをおこないます。

9.4.　平均賃金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・78ページ

　　　┗ 3ヶ月の平均賃金を算出します。

65 目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能

66

9.1．月変チェック他

2.月額変更の対象となる3ヶ月を指定し
　固定的賃金の対象となる手当をすべて選択します。

1.「処理ＭＥＮＵ」＞「月変チェック」をクリックします

💡　ポイント

　　対象とする3ヶ月の歴日数と支払基礎日数は自動で入力されますが、

　　変更が必要な場合はフォーム上で修正をします

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能

67

3.「実行」をクリックします。

4.各従業員ごとに等級差や月変欄に対象者のチェックが入り、月変対象者は青文字で
　表示されます。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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9.2．保険料チェック

2.「チェック」をクリックします。

1.「処理ＭＥＮＵ」＞「保険料チェック」をクリックします。

3.保険料をチェックしたい月を選択します。

💡　ポイント

　　社会保険料や雇用保険料は台帳に登録されている料率が自動表示されます。

　　異なる料率でチェックをする場合は、フォームから直接修正してください。

💡

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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4.介護保険料で端数調整をおこなう場合や、介護保険料を健康保険料に含める場合は
　チェックを入れます。

5.「チェック開始」をクリックします。

💡　ポイント

　　社保・労保の対象外手当の内容は

　　「社保労保対象外手当の確認」の

　　「社労外」欄の表示内容をご確認ください。

　　※「労」…労保対象外

　　　「社」…労保社保対象外

💡

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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6.登録データと計算データが異なる場合はメッセージが表示されるので、
　「OK」をクリックします。

7.不一致となっている黄色の塗りつぶしのデータを参照し、登録内容の修正は
　年間データの編集(34ページ)より修正をします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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9.3．昇給シミュレーション

2.「対象者選択」をクリックしフォーム上で昇給の対象者を選び
　(全員分のシミュレーションをおこなう場合は「すべて選択」にチェックをいれる)
　「選択」をクリックします。

1.「処理ＭＥＮＵ」＞「昇給シミュレーション」をクリックします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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3.「昇給額入力」をクリックします。

4.社員を選択(全社員に同じ昇給額を適用する場合は「すべて選択」をチェック)し
「基本給」タブまたは「手当」タブに昇給額を入力後「登録」をクリックします。

💡　ポイント

　　「基本給」タブでは「アップ額(昇給額)」のほかに「アップ率(昇給率%)」で

　　入力することも可能です。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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5.「集計」をクリックします。

6.「集計」をクリックし各種保険料率の修正がある場合は「計算」フォームの
　「社会保険」タブで修正をおこないます。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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7.昇給後の所得税の計算をする場合は「所得税」タブの「昇給後の所得税を計算
　する」にチェックを入れ、「扶養人数登録シートへ」より税扶養人数を登録を
　します。

8.「実行」をクリックします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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9.シミュレーション結果を印刷する場合は「印刷」をクリックします。

10.昇給前・後の参考データを表示する場合は「昇給前・後データ」をクリックします。

11.「表示」をクリックします。

12.全員分の参考データを一覧で表示する場合は「全員データ」タブより
　 『昇給前』または『昇給後』を選択し「表示」をクリックします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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13.各個人ごとの参考データを確認する場合は「個人データ」タブより
　 表示したい社員を選択するとフォーム上に昇給前・後のデータを表示します。

14.各個人ごとに詳細なシミュレーションをおこなう場合は
　「個人別シミュレーション」をクリックします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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15.「計算」をクリックし対象の従業員を選択後、基本給単価やシミュレーションに
　 含めたい単価の金額を入力し「実行」をクリックします。

16.シミュレーション結果を印刷する場合は「印刷」をクリックします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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9.4．平均賃金

2.「社員選択」をクリックします。

1.「処理ＭＥＮＵ」＞「平均賃金」をクリックします。

3.平均賃金を算出したい従業員を選択し、平均賃金の算定となる3ヶ月を選択後、
　各月の歴日数を入力し「実行」をクリックします。

目次へ戻る↑



9.　便利なチェック機能
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4.A欄に表示されている手当の中でB欄(日または時間によって支払われる手当)に該当
　するものがある場合は「B欄指定」より設定をおこないます。

5.計算結果を印刷する場合は「印刷」をクリックします。

目次へ戻る↑
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